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112　 電手ビー ム溶接機に お け ゐ スライド三ノ
ー儿式電手銃緒動機横
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’．　1よじめ に

　電手ビ
ー
ム溶接におい て、被加工物左真空加工室内蘇 雛力し直線溶接を行なうと、

真空加工室の
1／2 までしか狛交悧 用できまい 。

　そ⊂ で、大形讖劼勿に電子ビー
ム溶接法を適用すゐ場合は 、電手銃を真空加工室

の 外面で掲動さ亡ゐスライドシ ー儿方式k 又は、電手銚を真空加工室内で掲動させ

ゐ方貳がとら扱丿る。 塒に 、局欣真空方式が要求され る超大形横遣物に おい て‘よ、 電
手銃芝長距離スライドさせ る力式が乂須であ リ、各種の スライドシ ー儿方式が開発

され てい る 32）
　今回、銭ぐ は特に実用性に重点を置い た直緯スライド三ノー儿滋横を闘発したの で

報告すゐ 。

2、 スライドシ
ー儿機橿の構戚

　超大形樹 勿を対象とする場合、スライドヲ ー儿機巌に 1よ次の 機能が泌須である。

ω 溶壌線の 目合汚亡及び、溶壙線追従を竹 なうため の Y轍 多動機能。

C2） 溶接中に発生すゐ金属蒸気か5真空シ ール面を保護する樵能 。

（3）溶接中に 発生すゐ×線をしw へ い する樵能。

　図 i　lat、 ストロ
ーク2m の電手銃スライドヲ ー 儿機横の試験モデ儿であり、溶椄

実駿を行なうため の細長い真空加エ室キ備λて k、ゐ 。 図2ぱ その 機曙橿威図である。

　ビーム通路の 開手じヤぱ60 卿 π あ り．板厚0、5mm ． ・ヤノ50mm の スチー丿しべ丿し

トで真空三ノ
ー
丿しざ釈 ゐ。

　べ儿トo 衰イ則に ぱ 、 ぺ儿トと同其月して締動すゐ
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の 変形 を防止 して いゐ 。 さ6 に 、 ［1の パ レッ トは、
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に おげゐ ダヌ、 卜等がス4 一丿しべ丿しトの 真空ン ー儿特
性 に 4える景彡響に つ い て検討 ぎ有 な う 予定であゐ 。
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ス4 一儿べ儿トの 真空ヲ
ール面を全属蒸気か 5保譴すゐ樵能及び、溶接中に 発生す

ゐX糸泉をし￥ へ い すゐ樵能モ同時1〈・備λ て い ゐ 。

　電手銃の 架台に tdl、 ± ’Omm の Y軸絶動機構及が、 ス4 −一ルペ 儿 トを交煥
・
すゐ

ため の ソフト機構が設け 5釈 てい ゐ 。

3、 装置性能
3」　真空ン ー丿し鞍’ト生

　電手銃衫動時に おけゐ 真空加工室の 圧力変化を図3 に示 す。 ス9　一一ト時に 大気の

巻き込吾 に よ リ 、 若干の圧力上昇（ixlO
卩2Terr

朱望虔）が認め 5れ ゐ が 、絶動中は3Xto’3
τorr 経度に 維靖さ釈 てい ゐ 。

（二の と き使用 L たポン プの 公称誹気速度は’20002／m η

であ り、三ノー丿しの 単位長芝当リの リ
ー
ク量【al　1、　ox　／〇

−2
　To　rr　’2　／s　ec 上人下である 。

　実用納 な網動速度　O．3 〜 ノen／mb の範囲で三ノー儿特畳の 速度依存性 1改認め δ沢 ない 。

a2　：自効亅溶堵長 ざ

　真空加工室の 必要長さば 、i容接長に 集束しン ズスペース（糸矧 5鯲 〉を加えたモの で、

濬接長2m の 場合 1嫉 鰍 惆 率が93％に 遠すゐ 。

　図4は 、 この 装置で竹なっ たビー ドオ7 プし一
トの

一例 であゐ 。

3．3　X線 しヤ へ い能力

　60kV・iOO　anA の ビー
ム を鈿板上に 照射 してス・チ

ー
ルベ丿しト部か 5の X線漏洩線

量左測定 した とこ ろ 、 X線はぺしッ トに よ っ て石寉実に し￥ へ い さ澱 てお り、測定線．

量は002 ηR〃lr以、下 （パ ッ つ グラフ ド）であ っ 沌 。

4 まとめ

iソール機構に要求ざ教 ゐ墓本横能を全て満足 してい
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図4 溶播どL ドの 彳〜観、

27

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


